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TMR センター利用型良質自給飼料生産利用による泌乳牛の

スマート牛群管理体系の実証

農研機構北海道農業研究センター酪農研究領域　青木　康浩

ＪＡ計根別営農部（北海道）　川目　　剛

１．北海道酪農における TMR センターと構成酪農家の課題 

　北海道では近年、構成酪農家の圃場を一括管理して生産した自給飼料をベース

に TMR（混合飼料）を製造、酪農家へ配送する「TMR センター」の役割が増してい

る。しかし、人材不足などの理由で道内 TMR センターの 65％が今後の経営継続の困

難さを認識している。一方、構成酪農家は TMR センター利用により経営は比較的容

易に継続できるが、廃業農家の受け皿として頭数規模拡大がハイペースで進んでい

る。このような背景から、生産現場ではスマート技術に対する期待が大きい。

２．TMR センターアクシスにおける取り組み

　JAけねべつ TMR センターアクシス（中標津町）は、2011 年に 11 戸体制でスタート

し、新規就農者の参入を得て 2019 年 10 月現在 16 戸で構成されている。この間、個

体乳量が大きく増加する一方で、分娩間隔の短縮といった効果も現れている。アク

シスは、早くから最新技術の導入に意欲的で、搾乳ロボットを利用する構成酪農家・

漆原牧場とともに「スマート農業技術の開発・実証プロジェクト」実証現地として

今年度から２年間にわたり取り組んでいるところである。

３．プロジェクト実証内容

　当プロジェクトでは、実証地における一連の生産場面に、収量や雑草情報などの

リモートセンシング、UAV による薬剤散布、スマートフォン・GPS・クラウドによる

作業データ管理、IoT を活用した TMR 調製・製品管理、搾乳ロボットデータ共有シ

ステムなどの技術を導入し、良質自給飼料を基盤として高品質 TMR を超省力的に製

造するとともに、酪農家での乳生産性向上と省力化を両立する牛群管理技術の実証

開発を目指している。TMR 調製作業時間の 10％超縮減、乳牛の異常発生時対応時間

の 1/10 への短縮などを目標として導入効果を検証している。

問い合わせ先： 農研機構北海道農業研究センター

 TEL：011-851-9141（代表）　　FAX：011-859-2178（代表）
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農研機構北海道農業研究センター　青木　康浩
　　　計根別農業協同組合営農部　川目　　剛
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15

16

・肥料散布、収穫時のビニール被覆程度の出役作業なので、女性の
　労働力は軽減された（40日の出役、１回４時間程度）

・２５ｋｇのベースTMRの製造により、個体別管理の実施

・ホクレン生産技術課による巡回体制により飼養管理技術の向上

・圧縮梱包選択により吹雪対策が容易

・草地改良比率が40％を超えてから乳飼比が低下、飼料効果がアッ
　プ

・夏期間での発酵TMR混合による変敗防止

・イアコーン混合による乳成分の向上（夏期間）

・麦類同伴栽培による収穫物の追加確保

・理事会で運営状況を常に報告する事により、新たに３TMRセンタ
　ー設立

・新規就農の加入（アクシス６名・エトス3名・ポラリス１名）

・自動水分計の使用による適正TMRの製造

・自動飼料サプリメント添加機導入による混ぜムラの軽減

・配合飼料タンクの自動開閉装置による従業員の負担軽減

・AI使用による自動簡易飼料設計

・搾乳ロボット農家の画面検索可能ソフト導入によりTMR設
　定の確認

・ドローンによるデントコーン畑の状況分析（播種・倒伏・収
　量）

・スラリー分析実施による適正施肥

・草地への融雪材散布による植生維持と早期施肥による収量増

・麦類同伴栽培と多草種混播の継続

・サムコマルチ増反で収量とでんぷん回収率の向上
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北海道におけるTMRセンターの位置づけ
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子実用とうもろこしの生産技術

山形県農業総合研究センター畜産試験場草地環境部　秋葉　浩一

山形県最上総合支庁産業経済部農業技術普及課　石山　　徹

１．山形県内における子実用とうもろこし生産・研究の状況 

　県内では、平成 28 年から子実用とうもろこしの栽培が始まり、耕種法人を中心に

栽培が広がり、面積は増加傾向にある。

　この間、当試験場では、地域戦略ＰＪや県単事業を活用し、耕種法人をターゲッ

トとして、極早生品種の選定、不耕起播種機や大豆播種機による播種技術、堆肥を

活用した低コスト栽培技術、除草体系等を検討してきた。

２．子実用とうもろこし生産に係る実証研究の概要

　県内の耕種法人は大豆の栽培が盛んであり、そのなかには連作障害を回避するた

めの輪換作物として、自社所有の機械・施設の利用が可能と考えられ、栽培に係る

作業負担が少ないとされる子実用とうもろこしの栽培に興味を示す経営体が見られ

た。

　そこで、大規模に大豆を栽培している耕種法人の協力のもと、上記の技術について、

栽培実証をおこなったところ、堆肥を多用することにより、慣行栽培と同等の収量

が確保でき、栽培コストは抑制されることが示唆された。

　また、播種は大豆播種機が利用可能であり、除草体系はとうもろこし５葉期に茎

葉処理を施すことで、春季農繁期の作業競合が回避できることが確認できた。

　今後の課題としては、更なる収量性の向上や乾燥調製といった収穫後の加工費用

の削減対策が挙げられる。

３．研究成果のマッチング

　実証された技術について、普及機関と連携してアウトリーチ活動を積極的におこ

なったところ、最上地域において、13ha の栽培を実践する法人が創出された。更に

生産された子実についても、和牛肥育法人への供給がなされ、長期給与実証も始まっ

ており、技術・生産物双方のマッチングが進展した。

問い合わせ先： 山形県農業総合研究センター畜産試験場

 TEL：0233-23-8817　　FAX：0233-23-8820
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トウモロコシ子実サイレージの調製と給与技術

農研機構東北農業研究センター畜産飼料作研究領域　嶝野　英子

株式会社和農産　佐藤　正幸

１．国産穀物飼料の低コスト調製システムの開発 

　現在、日本各地において籾米やトウモロコシ子実などの穀実を自給濃厚飼料源と

して生産する取り組みが始まっている。これら穀実の多くは乾燥処理されてきた。

しかし乾燥には燃料等のコストがかかるため、より低コストでの飼料生産を実現す

るために、籾米では地域内流通を前提としたサイレージ化への動きが出ている。た

だし、サイレージ化は収穫作業と並行して行われるため、省力かつ迅速なサイレー

ジ調製技術が求められている。これに対応した技術の一つとして「フレコンラップ法」

を開発し、その導入が東北地域を中心に進んでいる。

２．「フレコンラップ法」を用いたトウモロコシ子実サイレージの迅速調製の概要と

　その肥育牛への給与

　フレコンラップ法はビニール製の内袋なしのフレキシブルコンテナバッグ（以下、

フレコン）に穀実を詰め込み、フレコンごと牧草ロールベール用のラップマシンで

ラップすることで密封し、穀実をサイレージ化する技術である。この技術に高速破

砕機を組み合わせることにより、トウモロコシ子実を１時間あたり約 5.5 トンの作

業能率でサイレージ化することができる。肥育後期においてトウモロコシ子実サイ

レージで配合飼料の 25％を代替しても格付、肉質等への影響は無く、代替が可能で

あった。

３．和農産での取り組み

　和農産では 2015 年から籾米サイレージをはじめとした「国産原料 100％飼料」で

の肥育牛生産を行っている。その中で 2019 年よりトウモロコシ子実サイレージを給

与メニューに取り入れた実証試験を開始し、トウモロコシ子実サイレージの嗜好性

の良さが認められており、今後、増体・肉質成績等を検討予定である。また、籾米・

トウモロコシ子実のサイレージ調製においても、栽培耕種農家と協力してフレコン

ラップ法での試行が始まっており、省力・迅速化が確認されている。

問い合わせ先： 農研機構東北農業研究センター

 TEL：019-643-3414　　FAX：019-643-3588
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岩手県の転作田におけるフェストロリウムの栽培実証と普及

岩手県農業研究センター畜産研究所家畜飼養・飼料研究室　髙村　聡美

岩手県奥州市江刺　生産者　菊池　忠孝

１．フェストロリウム栽培実証のねらい

　岩手県における牧草作付面積の約 25％は転作田が占めている。転作田は排水が悪

く、牧草の生育にとって不良な環境条件下であることから、耐湿性が高く、栄養価

に優れた草種が求められる。そこで、農研機構畜産研究部門（旧：畜産草地研究所）

及び東北農業研究センターで育成された耐湿性、栄養価とも優れるフェストロリウ

ム品種「那系１号」及び「東北１号」の現地実証試験を県内各地で行った。

２．現地実証試験結果の概要

　「那系１号」及び「東北１号」は、オーチャードグラス「アキミドリⅡ」よりも定

着及び初期生育が良く、利用１年目の収量が多いことから、転作田での粗飼料生産

においてフェストロリウムが適していることが示された。また、フェストロリウム

のロールベールサイレージの生産コストは、現物収量１kg 当たり 35 円と試算され、

輸入乾草を購入するよりも低コストであった。実証農家も、転作田においてフェス

トロリウムは収量が多く子牛の食いつきが良いことを実感しており、今後作付けを

増やす予定である。

３．普及拡大に向けた取組み

　フェストロリウムの普及拡大を目指し、実証試験地を会場として、生産者や農業

大学校生を対象とした現地検討会を３回開催した。参加者は、生育を確認しながら

品種特性や栽培上の留意事項について説明を受け、更に実証農家の意向を聞くこと

で、理解を深めていた。現在、既存草地における追播技術の開発についても取組み

を実施している。県南地区を中心に栽培面積は徐々に増えており、今後更なる普及

拡大が期待される。

問い合わせ先： 岩手県農業研究センター畜産研究所

 TEL：019-688-7317　　FAX：019-688-4327
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